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大腸菌を用いたタンパク質生産において
様々な発現系ベクターが開発されてきて
いる。最も広く使われているｐＥＴ発現系ベ
クターは発現が十分でない場合があり、
ｐＣｏｌｄ発現系ベクターでは、目的の発現
タンパク質とＴＥＥが融合したままになると
いう問題があった。

そこで、翻訳促進効果のある配列を発現
対象のタンパク質をコードするポリヌクレ
オチドの非翻訳領域に含むように設計さ
れた原核生物用発現ベクターを提供する
ことを課題とする。

研究概要・アピールポイント

細胞性粘菌のミオシン調節軽鎖（ｍｙｏｓｉｎ
ｒｅｇｕｌａｔｏｒｙ ｌｉｇｈｔ ｃｈａｉｎ：ｍｌｃＲ）遺伝子に
着目し、ｍｌｃＲ遺伝子をコードするポリヌク
レオチドと共にリボソーム結合部位（Ｒｉｂｏｓ
ｏｍｅ ｂｉｎｄｉｎｇ ｓｉｔｅ：ＲＢＳ）をコードするポ
リヌクレオチドとｍＥＧＦＰ遺伝子コードする
ポリヌクレオチドを、ｐＵＣベクターに組み込
んで大腸菌を形質転換したところ、イソプロ
ピル－β－チオガラクトピラノシド（ＩＰＴＧ）等

の転写促進剤不含培地で培養した形質転
換体においてＧＦＰが高発現していることを
見い出した。

◆原核生物を用いて有用なタンパク質の生産が可能となる。
◆通常の培地を使った培養だけで恒常的にGAPを発現できる。
◆発現対象のタンパク質の発現量を、変異を加えることなく高めることができる。

寒天プレートに簡易青色LED照明を照射
GFP蛍光の有無を容易に識別できる
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